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北茨城市
60 年の軌跡

～そして未来へ～



　北茨城市は昭和 31 年 3 月 31 日に誕生し、60 年の節目の年
を迎えました。昭和30年代は、本市発展の礎でもあった石炭
産業の衰退により産業・経済構造が大きく変わるなど、幾多の
試練や苦難がありました。その後、工業団地造成など新たな地
域振興策を展開する一方、小・中学校建替え、保育所の開設や
茜平青少年の家の開所など市民福祉向上、上下水道施設整備、
磯原駅西土地区画整理、道路網など都市基盤の整備、さらには
港湾改修、土地改良など産業基盤の確立を図り、市民の皆様の
暮らしに密着した市政を進めてまいりました。
　ひとえに、今日の北茨城市の発展は、多くの先人の方々が夢
と希望を抱き理想のまちづくりのため、たゆまぬ努力を続けて
こられた成果であります。
　しかしながら、平成23年3月11日、当市にとって決して忘
れてはならない東日本大震災が発生し、家屋倒壊、電気、水道、
道路網などライフラインの寸断、港湾や漁業施設が壊滅的な被
害を受けるなど未曾有の大災害となりました。このような逆境
にあっても私たちは、これまでに培ってきた地域の絆や幾多の
困難を乗り越えてきた知恵と経験により、ひるむことなく震災
から復興し未来へ大きく飛躍しようとしております。
　市制施行60周年の節目にあたり、本市の発展に寄与された
多くの方々に改めて敬意を表するとともに、本市の更なる発展
を願い、市民の皆様、議会、行政の協働により誰もが安心して
生活ができ、誰もが住んでみたい「健康都市づくり」を北茨城
創生への政策の柱として、市民の皆様とともに歩んでまいります。

北茨城市長

豊 田 　　稔
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　このたび、市制施行 60 周年にあたり、市議会を代表いたし
ましてごあいさつを申し上げます。
　北茨城市は、昭和 31 年の市制施行後、エネルギー革命によ
る石炭産業の衰退により、人口が大きく減少した時期もありま
した。その後、本市は、工業用地造成など産業基盤の整備、企
業誘致、進出企業の税制優遇措置などを積極的に押し進め、発
展への道を切り開いてまいりました。
　これまでの発展にご尽力を賜りました多くの皆様方に対し、
敬意と感謝を申し上げる次第でございます。
　平成 23 年に発生した東日本大震災では、甚大な被害に見舞
われましたが、市執行部はじめ、多くの皆様のご尽力により、
震災からの復興にいち早く取り組まれ、生活基盤の整備が進み、
新市民病院及び家庭医療センターの開院、新消防庁舎の建設な
ど、安心、安全なまちづくりの拠点となる施設整備が進みまし
た。また、教育文化の振興面においても、新図書館の開館や関
本小中一貫校の開校を間近に控え、明るい未来への第一歩を踏
み出したところです。
　市議会といたしましても、市制施行 60 周年の節目にあたり、
地域経済の活性化や魅力あるまちづくりを推進するため、更に
市民の皆様のご意見やご要望を十分にお聞きしながら、北茨城
市発展のため全力で取り組んでまいる所存でございます。

ごあいさつ

北茨城市議会議長

鈴木　和栄
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昭
和
31
年

−

40
年

31
年
市
制
施
行
（
３
町
３
村
合
併
）

市
長
選
挙
執
行　

初
代
市
長
に
片
寄
冨
七
氏
就
任

32
年
市
議
会
議
員
選
挙
実
施　

当
時
は
６
選
挙
区

（
華
川
以
外
）
定
員
36
人

大
津
町
の
御
船
祭
17
年
ぶ
り
に
開
催

磯
原
町
本
町
に
市
役
所
庁
舎
完
成

33
年
磯
原
地
区
商
工
会
を
結
成

水
沼
へ
き
地
診
療
所
が
完
成

34
年
北
茨
城
市
立
病
院
が
完
成

 

第
１
回
市
長
杯
争
奪
野
球
大
会
開
催

35
年
中
郷
町
有
線
放
送
電
話
が
開
通

大
津
岬
灯
台
が
完
成

国
道
６
号
舗
装
化
が
二
ツ
島
ま
で
完
了

二
ツ
島
公
園
が
整
備
さ
れ
ブ
ロ
ン
ズ
像
を
建
立

北
茨
城
市
商
工
会
を
結
成

36
年
市
消
防
団
改
組
に
よ
り
19
分
団
に
統
合

37
年
華
川
、
磯
原
、
関
南
、
関
本
有
線
放
送
開
始

38
年
関
本
町
小
川
地
区
が
電
化
さ
れ
る

常
磐
線
上
野

－

平
間
が
電
化
開
通

茨
城
大
学
五
浦
研
究
所
内
に
天
心
記
念
館
が
完
成

39
年
上
水
道
事
業
起
工

市
長
選
挙
執
行　

豊
田
實
氏
就
任

関
本
町
平
袖
地
区
が
電
化
さ
れ
る

40
年
華
川
浄
水
場
が
完
成

磯
原
工
業
団
地
第
１
期
造
成
工
事
着
手

　

北
茨
城
市
は
、
昭
和
31
年
３
月
31
日
、

磯
原
町
、
大
津
町
、
平
潟
町
、
関
南
村
、

関
本
村
、
南
中
郷
村
が
合
併
し
、
県
内

15
番
目
の
市
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
道
路
や
学
校
、
住
宅
な
ど
市

民
生
活
の
基
盤
と
な
る
イ
ン
フ
ラ
整
備

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
東
西
に
広
い
北

茨
城
市
で
は
農
林
水
産
商
工
業
と
多
岐

に
わ
た
る
産
業
が
発
達
し
、
特
に
石
炭

産
業
が
盛
ん
で
、
大
小
20
以
上
も
の
炭

鉱
が
操
業
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

「
石
炭
か
ら
石
油
へ
」
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

革
命
の
波
の
影
響
を
受
け
徐
々
に
衰
退
、

昭
和
46
年
に
は
す
べ
て
の
炭
鉱
が
閉
山

と
な
り
、
同
時
に
大
幅
な
人
口
減
少
に

見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
昭
和
40
年
当
初
か
ら
磯
原

工
業
団
地
の
造
成
に
着
手
し
、
併
せ
て

住
宅
団
地
の
造
成
も
進
め
る
な
ど
、
職

住
一
体
の
工
業
都
市
へ
の
転
換
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
上
水
道
や
消

防
署
、
市
民
病
院
も
整
備
、
乳
児
や
老

人
、
障
が
い
者
の
医
療
費
無
料
化
な
ど

医
療
や
福
祉
の
充
実
も
進
め
ま
し
た
。
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北
茨
城
市
誕
生
、
そ
し
て
産
業
の
転
換

 大津漁港の水揚げ風景　昭和 30 年代

暮れ市でにぎわう磯原駅前通り
昭和 30 年代 中郷第一小学校の給食の様子　昭和 40 年 平潟漁港と街並み　昭和 40 年頃

中郷炭鉱の選炭と積み出しポケット　昭和 30 年代
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昭
和
41
年

−

50
年

41
年
中
郷
、
磯
原
、
華
川
、
関
南
、
大
津
、
関
本
の
農

協
が
合
併

上
水
道
給
水
開
始

水
沼
ダ
ム
完
成

42
年
磯
原
工
業
団
地
第
２
、３
期
造
成
工
事
着
手

大
日
本
炭
鉱
閉
山

43
年
北
茨
城
市
民
歌
の
発
表
会
を
開
催

北
茨
城
市
消
防
本
部
発
足

水
沼
小
中
学
校
が
開
校
（
花
園
・
才
丸
小
中
学
校

統
合
）

自
動
電
話
（
ダ
イ
ヤ
ル
式
電
話
）
が
開
通

44
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
北
茨
城
市
テ
レ
ビ
放
送
局
高
帽
山
に
開
局

北
茨
城
郵
便
局
が
発
足
（
磯
原
、
中
郷
が
統
合
）

関
本
炭
鉱
、
重
内
炭
鉱
閉
山

45
年
消
防
庁
舎
完
成

46
年
常
磐
炭
鉱
中
郷
鉱
、
神
ノ
山
鉱
閉
山

市
制
施
行
15
周
年
記
念
式
典
挙
行

47
年
磯
原
Ｂ
工
業
団
地
造
成
工
事
着
手

晴
々
荘
、
偕
山
荘
が
老
人
憩
い
の
家
と
し
て
開
所

茜
平
青
少
年
の
家
開
所

磯
原
住
宅
団
地
起
工
式

48
年
磯
原
駅
前
通
り
で
月
１
回
の
歩
行
者
天
国
開
始

市
公
害
防
止
条
例
制
定

49
年
御
船
祭
が
13
年
ぶ
り
に
開
催

中
郷
地
区
簡
易
水
道
給
水
開
始

第
29
回
国
民
体
育
大
会
茨
城
大
会　

市
内
で
ウ
ェ

イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
が
開
催
さ
れ
る

磯
原
Ｂ
工
業
団
地
第
２
期
造
成
工
事
着
手

50
年
北
茨
城
市
総
合
計
画
基
本
構
想
策
定

市
長
選
挙
執
行　

柴
田
章
氏
就
任
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水沼ダム完成　昭和 41 年

磯原立体橋が建設された　昭和 44 年

造成が進む磯原工業団地　昭和 42 年

市制 15 周年記念式典　昭和 46 年

茨城国体ウエイトリフティング競技　
（磯原中学校体育館にて）昭和 49 年　



昭
和
51
年

−

60
年

51
年
市
制
施
行
20
周
年
記
念
式
典
挙
行

第
27
回
全
国
植
樹
祭
に
併
せ
て
、
茜
平
青
少
年
の

家
に
昭
和
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
ご
来
市

第
１
回
市
民
ま
つ
り
開
催

52
年
大
津
の
盆
船
流
し
が
市
文
化
財
第
１
号
に
指
定

台
風
11
号
が
本
市
を
襲
う

53
年
市
民
体
育
館
、
市
民
プ
ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー
・
ラ
グ

ビ
ー
場
が
完
成

磯
原
駅
西
土
地
区
画
整
理
事
業
に
着
手

休
日
、
祝
日
の
当
番
医
制
度
開
始

54
年
大
津
の
盆
船
流
し
行
事
が
県
文
化
財
に
指
定

清
掃
セ
ン
タ
ー
操
業
開
始

巡
回
文
庫
（
移
動
図
書
館
）
開
始

55
年
歴
史
民
俗
資
料
館
完
成

長
野
県
中
野
市
と
姉
妹
都
市
提
携

56
年
二
ツ
島
立
体
交
差
完
成

市
制
施
行
25
周
年
記
念
式
典
挙
行

市
民
憲
章
、
市
の
木
・
花
・
鳥
を
制
定

市
民
号
第
10
回
記
念
と
し
て
中
野
市
訪
問

57
年
給
食
セ
ン
タ
ー
、
中
郷
浄
水
場
完
成

58
年
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
完
成

華
川
分
水
場
と
湯
の
網
配
水
場
完
成

環
境
セ
ン
タ
ー
完
成

59
年
保
健
セ
ン
タ
ー
完
成

15
年
ぶ
り
に
人
口
５
万
人
を
突
破

芸
術
鑑
賞
号
始
ま
る

60
年
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
完
成

「
科
学
万
博
つ
く
ば
'85
」
で
北
茨
城
の
日
開
催

中
郷
工
業
団
地
が
分
譲
開
始

　

工
業
団
地
の
造
成
と
企
業
誘
致
、
住

宅
団
地
の
整
備
に
よ
り
、
人
口
も
回
復

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
遅
れ
て
い
た
都
市
基
盤
の

整
備
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
、
道
路
、

住
宅
団
地
、
農
地
、
漁
港
な
ど
が
次
々

と
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
市
制
20

周
年
記
念
事
業
と
し
て
「
市
民
ま
つ

り
」
が
昭
和
51
年
に
初
開
催
さ
れ
、
ま

た
、
市
民
体
育
館
、
市
民
野
球
場
な
ど

の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
さ
ら
に
は
歴
史
民

俗
資
料
館
や
公
民
館
な
ど
生
涯
学
習
施

設
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
63
年
に
は
常
磐
自
動
車
道
が
い

わ
き
中
央
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
開

通
し
、
工
業
団
地
な
ど
の
企
業
誘
致
が

一
層
促
進
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
開

通
は
、
首
都
圏
と
の
時
間
的
距
離
を
一

気
に
縮
め
る
こ
と
と
な
り
、
磯
原
節
全

国
大
会
の
開
催
、
平
潟
港
温
泉
の
整
備

や
ガ
ラ
ス
工
房
シ
リ
カ
の
オ
ー
プ
ン
な

ど
、
観
光
の
分
野
に
も
新
た
な
展
開
を

も
た
ら
し
始
め
ま
し
た
。
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整
う
生
活
基
盤
、
そ
し
て
文
化
の
風
薫
る

市民野球場完成　昭和 55 年

特急ひたちが磯原駅、大津港駅
各駅に停車　昭和 60 年 学校給食センター稼働　昭和 57 年 生活改善グループの青空市　昭和 58 年

市民プール完成　昭和 53 年
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昭和51年～平成7年昭和51年～平成7年



昭
和
61
年

−

平
成
７
年

61
年
台
風
10
号
の
大
雨
で
２
千
世
帯
が
浸
水

市
長
選
挙
執
行　

松
崎
龍
夫
氏
就
任

62
年
市
制
施
行
30
周
年
記
念
式
典
挙
行

県
立
北
茨
城
養
護
学
校
開
校

新
市
庁
舎
完
成　

Ｊ
Ｒ
３
駅
内
に
市
民
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
窓
口
を
開
設

63
年
常
磐
自
動
車
道
日
立
北

－

い
わ
き
中
央
間
開
通

第
１
回
磯
原
節
全
国
大
会
開
催

平
成

元
年
第
１
回
雨
情
の
里
童
謡
の
集
い
開
催

市
立
図
書
館
開
館

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ラ
イ
ト
」
完
成

新
大
北
橋
、
八
八
橋
で
市
道
高
萩
磯
原
線
が
開
通

第
１
回
雨
情
の
里
港
ま
つ
り
開
催

市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
完
成

２
年
大
津
漁
村
セ
ン
タ
ー
「
ポ
ー
ト
オ
オ
ツ
」
完
成

市
長
選
挙
執
行　

豊
田
稔
氏
就
任

４
年
名
誉
市
民
胸
像
除
幕
式
挙
行

歴
史
民
俗
資
料
館　

入
館
者
１
０
０
万
人
突
破

第
１
回
親
子
ふ
れ
あ
い
の
船

磯
原
駅
東
ま
ち
な
み
整
備
事
業
完
成
（
か
ら
く
り

時
計
・
公
園
）

５
年
雨
情
の
里
ス
ポ
ー
ツ
広
場
完
成

平
潟
港
温
泉
通
湯
開
始

五
浦
海
岸
六
角
堂
周
辺
の
侵
食
対
策
人
工
崖
完
成

６
年
雨
情
没
後
50
年
祭
開
催

ガ
ラ
ス
工
房
「
シ
リ
カ
」
オ
ー
プ
ン

７
年
阪
神
淡
路
大
震
災
被
災
地
へ
市
職
員
救
援
隊
派
遣

童
謡
の
森
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
完
成

市
長
選
挙
執
行　

村
田
省
吾
氏
就
任

十
石
ト
ン
ネ
ル
開
通

災
害
相
互
応
援
協
定
締
結
（
日
立
市
、
高
萩
市
、

十
王
町
）

7

「第１回雨情の里トライアスロン in 北茨城」開催　平成４年

常磐自動車道　日立北−いわき中央間が全面開通　昭和 63 年 台風 10 号による大雨で市内 2000 世帯が浸水　昭和 61 年



平
成
８
年

−

17
年

８
年
泉
沢
霊
園
完
成

市
制
施
行
40
周
年
記
念
式
典
挙
行

９
年
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
磯
原
橋
上
駅
・
自
由
通
路
竣
工

茨
城
県
天
心
記
念
五
浦
美
術
館
開
館

10
年
五
浦
岬
公
園
完
成

常
磐
三
市
災
害
相
互
応
援
協
定
締
結
（
い
わ
き
市
、

高
萩
市
）

市
営
斎
場
「
や
す
ら
ぎ
聖
苑
」
完
成

11
年
中
郷
温
泉
「
通
り
ゃ
ん
せ
」
オ
ー
プ
ン

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
国
ワ
イ
ロ
ア
地
区
と
国
際
親

善
友
好
都
市
提
携

12
年

 「
マ
ウ
ン
ト
あ
か
ね
」
オ
ー
プ
ン

13
年
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
完
成

14
年
平
潟
漁
港
の
不
発
弾
処
理
で
１
９
３
世
帯
が
避
難

花
園
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
花
園
も
ー
る
」
オ
ー

プ
ン

市
内
巡
回
バ
ス
運
行
開
始

茨
城
高
校
総
体
開
催
（
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
）

15
年
ご
み
処
理
有
料
化
ス
タ
ー
ト

16
年
農
山
漁
村
交
流
促
進
特
区
認
定

（
農
家
民
宿
、
ど
ぶ
ろ
く
製
造
）

常
陸
宮
同
妃
両
殿
下
ご
来
市

17
年
市
道
里
親
制
度
ス
タ
ー
ト
（
３
団
体
調
印
）

地
震
、
津
波
に
備
え
、
市
内
24
カ
所
に
半
鐘
設
置

公
共
下
水
道
供
用
開
始

　

磯
原
駅
の
橋
上
化
が
完
成
、
新
し
い

「
市
の
玄
関
口
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ

り
ま
し
た
。

　

観
光
面
で
は
、
茨
城
県
天
心
記
念
五

浦
美
術
館
が
開
館
、
ま
た
マ
ウ
ン
ト
あ

か
ね
、
中
郷
温
泉
通
り
ゃ
ん
せ
な
ど
が

オ
ー
プ
ン
し
、
一
層
の
充
実
が
図
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

行
政
に
お
い
て
も
日
曜
開
庁
の
実
施
、

コ
ン
ビ
ニ
納
税
に
よ
る
住
民
利
便
の
向

上
や
、
出
産
祝
金
制
度
の
開
始
、
中
郷

子
ど
も
の
家
の
開
設
と
い
っ
た
次
世
代

を
担
う
子
ど
も
へ
の
支
援
策
も
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
３
月
11
日
午
後
２
時
46
分
、

東
日
本
大
震
災
が
発
生
、
関
連
死
を
含

む
10
名
の
尊
い
生
命
が
失
わ
れ
、
約

８
千
戸
の
家
屋
被
害
を
は
じ
め
、
施
設

や
観
光
資
源
に
も
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。
ま
た
、
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
事
故
に
よ
る
放
射
能
汚
染
に

よ
る
風
評
被
害
は
、
今
も
な
お
続
い
て

い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
、
一
日
も
早
く

元
の
生
活
を
取
り
返
す
た
め
、「
元
気
！

北
茨
城
」
を
合
言
葉
に
市
民
が
一
体
と

な
り
復
興
へ
の
歩
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

8

豊
か
さ
を
求
め
て
、
震
災
そ
し
て
復
興
へ

小学校にパソコン導入　平成 9 年

中郷温泉「通りゃんせ」オープン
平成 11 年 市内巡回バス本格運行　平成 15 年 茨城県天心記念五浦美術館開館　平成 9 年

常磐線磯原駅橋上駅と自由通路完成　平成 9 年

1956196619761986199620062016

平成8年～平成27年平成8年～平成27年



平
成
18
年

−

平
成
28
年

18
年
市
制
施
行
50
周
年
記
念
式
典
挙
行

19
年
漁
業
歴
史
資
料
館
「
よ
う
・
そ
ろ
ー
」
オ
ー
プ
ン

20
年
第
１
回
市
民
夏
ま
つ
り
を
磯
原
駅
周
辺
で
開
催

消
防
団
女
性
分
団
誕
生

石
岡
第
一
発
電
所
が
国
指
定
重
要
文
化
財
に
登
録

21
年
市
役
所
本
庁
の
日
曜
開
庁
開
始

22
年
第
１
回
石
岡
さ
く
ら
祭
り
開
催

23
年
東
日
本
大
震
災
発
生
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０

震
度
６
弱
）

天
皇
、
皇
后
両
陛
下
ご
来
市　

震
災
被
害
の
ご
視

察
と
避
難
者
を
見
舞
わ
れ
る

き
た
い
ば
ら
き
元
気
市
開
催
（
サ
ッ
カ
ー
・
ラ
グ
ビ

ー
場
）

磯
原
駅
西
に
放
射
能
対
策
プ
ラ
ザ
開
設

24
年
五
浦
六
角
堂
が
茨
城
大
学
に
よ
り
再
建
さ
れ
る

震
災
記
録
写
真
集
「
明
日
を
信
じ
て　

元
気
！
北

茨
城
」
を
発
行

震
災
復
興
支
援
展
覧
会
「
生
誕
１
１
０
周
年
記
念

ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
展
」
開
催　

25
年
防
災
行
政
無
線
（
51
カ
所
）
設
置
完
了

北
茨
城
市
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
決
定

廃
棄
物
と
環
境
を
考
え
る
協
議
会
加
盟
団
体
（
１

都
５
県
65
市
町
村
）
と
災
害
時
相
互
応
援
協
定
締
結

26
年
五
浦
岬
公
園
展
望
慰
霊
塔
完
成

平
潟
、
大
津
、
中
郷
の
災
害
公
営
住
宅
入
居
開
始

大
津
漁
港
内
に
非
破
壊
放
射
能
検
査
施
設
が
完
成

第
１
回
全
国
あ
ん
こ
う
サ
ミ
ッ
ト
開
催

北
茨
城
市
民
病
院
開
院

27
年
市
民
病
院
附
属
家
庭
医
療
セ
ン
タ
ー
完
成

市
制
60
周
年
記
念
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
販
売

28
年
北
茨
城
市
消
防
本
部
、
消
防
署
が
新
庁
舎
に
移
転

市
制
施
行
60
周
年
記
念
式
典
挙
行
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中郷子どもの家オープン　平成 22 年

市民夏まつり開催　平成 20 年から

平潟地区の被害

市役所に避難してきた市民

磯原町６号国道脇の大北川の被害

東
日
本
大
震
災
の
爪
あ
と
　
平
成
23
年
３
月
11
日



テニスコート

　平成31年に開催される「いきいき茨城ゆめ国
体ソフトテニス競技会」に向けて市民野球場の南
側に16面のテニスコートを整備します。国体後も、
数多くの大会誘致や健康増進事業を積極的に行い、
北茨城市のスポーツの拠点として活用します。

市民病院

　平成26年11月に開院。
　県北の中核病院として市民
の生命と健康を守り、医療の
質的向上の推進と地域に即し
た医療を提供しています。

家庭医療センター

　平成27年6月に開所。
　地域医療を推進するモデル
診療所として在宅医療の実践
並びに総合診療専門医および
家庭医の教育施設としての役
割を担っています。

　

こ
れ
か
ら
の
北
茨
城
市
は
、
北
茨
城

市
民
病
院
と
附
属
家
庭
医
療
セ
ン
タ
ー

が
核
と
な
り
、「
保
健
・
医
療
・
福
祉

サ
ー
ビ
ス
」
を
包
括
的
に
提
供
す
る
体

制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
、
誰
も
が
健
や
か
に
安
心

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な

機
関
や
専
門
家
が
連
携
す
る
仕
組
み
に

よ
り
、
市
民
の
生
活
と
健
康
を
守
る
た

め
の
施
策
に
最
優
先
で
取
り
組
み
ま
す
。

〜
ひ
と
の
健
康
〜

安
心
で
き
る
暮
ら
し
を

全
力
で
サ
ポ
ー
ト

明るい未来を
子どもたちへ
希望あふれる
北茨城を目指して

10

そ
し
て
未
来
へ
…



消防庁舎

　消防本部は、2月に高台の
新庁舎に移転。消防署と北部
分署が統合して体制が強化さ
れました。
　また、市の中心部に位置す
ることで各所への迅速な出動
が確保されています。

関本小中学校

　小中学校の統合・再編によ
り、義務教育の９年間を見通
し継続的で一貫性のある教育
活動を行い、児童や生徒の個
性や能力を伸ばす教育を目的
とした関本小中学校が４月に
開校します。

市立図書館

　６月開館予定。野口雨情の
「シャボン玉」をイメージし
た開放的な館内に、カフェを
併設。開館時の蔵書数は15万
冊。屋上は災害時の一時避難
所としても機能します。

　

人
が
集
い
、人
を
育
む
の
は
「
ま
ち
」

で
す
。
人
口
減
少
と
い
う
大
き
な
課
題

に
直
面
す
る
中
で
、
ま
ち
を
元
気
に
す

る
た
め
の
地
域
活
性
化
策
に
知
恵
を
絞

り
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
地
方
創
生
に
欠
か
せ

な
い
の
は
、
ま
ち
の
力
。
豊
か
な
自
然

環
境
を
守
り
な
が
ら
、
未
来
に
つ
な
が

る
新
し
い
北
茨
城
を
目
指
し
ま
す
。

〜
ま
ち
の
健
康
〜

充
実
し
た
生
活
基
盤
で

豊
か
な
毎
日
を

11



作文
披露

中一小５年　小室 奏音さん

関本中２年　鈴木 ひよりさん 雨情メドレーを披露する磯原中吹奏楽部
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◆ホームページ　http://www.city.kitaibaraki.lg.jp

市制施行60周年記念式典挙行
〜先人たちの功績に感謝　そして　未来に向かう新たな出発〜

　３月26日、北茨城市市制施行60周年記念式典が、関係者約350人の出席のもと市民ふれあいセンター
で盛大に行われました。
　式辞で豊田市長は、「北茨城市が60周年を迎えられたのは、これまで市民の皆さんをはじめ多くの方々
のたゆまぬ努力によるものであり、感謝の念に耐えません。この60周年という節目を、未来に夢と希望
の持てる北茨城市への出発点とし、「健康都市づくり」の実現に向け取り組んでいきます。」と述べました。
　式典の第２部では、「大好きな北茨城」と題した小中学生の作文が披露されました。また、60年を振り
返る映像も放映され、出席者の皆さんは、当時を懐かしんでいました。


